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謹
啓 
こ
の
度
は
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学

部
後
援
会
よ
り
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
の
源
流
は
、
明
治
三
十
二
年
に
山
田
顕
義
を
学

祖
と
し
て
創
立
さ
れ
た
日
本
法
律
学
校
を
起
源
と
す
る
日
本
大
学
の
法
文
学
部

に
専
門
部
拓
植
科
を
開
設
し
た
と
こ
ろ
に
遡
り
、
同
科
は
後
に
農
学
部
に
発
展

し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
東
京
獣
医
畜
産
大
学
と
合
併
、
翌
昭
和
二
十
七

年
に
日
本
大
学
農
学
部
に
獣
医
学
科
を
設
置
し
、
学
部
名
を
農
獣
医
学
部
と
改

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
科
の
増
設
や
名
称
変
更
を
経
て
、
平
成
八
年
に
大
幅

な
学
部
改
組
を
行
い
、
学
部
名
を
生
物
資
源
科
学
部
に
改
称
し
、
現
在
日
本
有

数
の
農
学
系
総
合
学
部
と
し
て
全
国
よ
り
多
く
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま

す
。 

 

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
後
援
会
で
は
、
学
部
生
の
父
母
会
員
に
よ
っ
て
、

教
育
・
研
究
・
そ
の
他
の
施
策
を
支
援
し
、
学
部
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
主
た
る
活
動
と
し
て
、
ゼ
ミ
・
サ
ー
ク
ル
活

動
等
の
教
育
・
厚
生
活
動
に
お
け
る
環
境
の
整
備
拡
充
や
奨
励
金
の
支
給
、
海

外
留
学
支
援
や
学
部
祭
に
係
る
補
助
事
業
、
経
済
的
に
就
学
の
継
続
が
困
難
な

学
生
に
対
す
る
学
費
支
援
等
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
後
援
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
に
は
格
別
の
ご
理
解
を

賜
り
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
会
費
の
代
理
徴
収
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
会
計
課
，
個
人
情
報
を
利

用
し
た
通
知
業
務
等
に
つ
き
ま
し
て
は
庶
務
課
に
お
い
て
、
適
切
に
運
用
す
る

た
め
業
務
を
委
託
い
た
し
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
了
解
く
だ
さ
い
。 

 

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

謹
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日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
後
援
会 
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